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佐伯市城下町地区都市再生整備計画 ○

平成27年度　～　平成31年度　（5年間） 大分県、佐伯市

中心市街地内の回遊性の達成度及び人の集まりを計測するための指標として、２地点の歩行者通行量を指標とする。過去推計データから平成31年の推計値が928人/日であることから、事業実施により目標値を現況値の約５％増
の1,378人/日とする。
まちづくりの担い手が活発に活動するための指標として、中心市街地内の交流施設の年間利用者数を指標とする。過去推計データから平成31年の推計値が97,011人/年であることから、事業実施により目標値を現況値の10％増
の130,606人/年とする

（H31末）
歩行者通行量（人/日）：中心市街地内の２箇所における歩行者通行量の平日・休日の合計平均値。

まちづくり交流人口（人/年）：中心市街地内の交流施設の年間利用者数。

130,606

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H27 H28 H29 H30 H31

A１-１ 都市再生 一般 佐伯市 直接 佐伯市城下町地区都市再生整備事業 佐伯市 6,251

100

要素となる事業名

市町村名

（H26当初）

計画の目標

大目標：「人の集う街」の実現を図る。
　目標１：生活を支える機能・サービスの充実を図り、「便利で過ごしやすく人が集うまち」を目指す。
　目標２：みんなが主役、みんなが活躍できるまちをつくり、「人々が活発に交流しふれあうまち」を目指す。

　　計画の成果目標（定量的指標）

備考

1,378

118,733

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
当初現況値 中間目標値 最終目標値

事業者

（H29末）

1,299 1,337

計画の名称

計画の期間

社会資本総合整備計画
重点計画の該当

交付対象

124,670

Ｄ 0百万円
効果促進事業費の割合

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 6,251.0百万円 Ａ 6,251百万円 Ｂ 0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

全体事業費
（百万円）（事業箇所）

佐伯市 （仮）大手前まちづくり交流館整備事業 他　42ha

Ｃ 0百万円

合計 6,251

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合計 0

Ｃ　効果促進事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合計

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

番号 備考

番号 事業者 要素となる事業名

事業内容

市町村名

全体事業費
（百万円）（面積等）

全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名



（参考図面）

計画の名称 佐伯市城下町地区都市再生整備計画

計画の期間 平成27年度　～　平成31年度　（５年間） 　大分県 佐伯市交付対象

A１-１
佐伯市城下町地区都市再生整備計画事業
（高質空間形成施設・高次都市施設・道路・地域生活基盤 等）

佐伯市役所

JR佐伯駅

凡例
基幹事業

関連社会資本整備事業

効果促進事業
佐伯市中心市街地活性化基本計画の区域 Ａ＝157ha
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 42 ha

平成 27 年度　～ 平成 31 年度 平成 27 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

都道府県名 大分県 佐伯市 佐伯市城下町地区

計画期間 交付期間 31

大目標：「人の集う街」の実現を図る。
　目標１：生活を支える機能・サービスの充実を図り、「便利で過ごしやすく人が集うまち」を目指す。
　目標２：みんなが主役、みんなが活躍できるまちをつくり、「人々が活発に交流しふれあうまち」を目指す。

　当地区は、国道10号から東に５ｋｍに位置し、国道217号沿いに藩政時代からの町割の残る城下町拠点（大手前、山際、仲町等）付近の42haの区域である。江戸時代から藩の中心地であり、現在も事業所や商店街等が多数集積し、公共交通としてバ
スターミナルが立地している。また、この地域は、「大分県南地方拠点都市地域基本計画」にも位置づけられ、県南の広域的な拠点としての役割が期待されている地域であり、県南地域の政治・経済・文化の中心としての役割を果たしてきた。だが、近年
では居住人口の減少や商店街の空き店舗の増加などにより、市街地の空洞化が急速に進行している。とりわけ大手前地区では、平成14年２月に大手スーパー寿屋が倒産・閉店して以来、人通りは減少し、商業・サービス業は急激な落ち込みを見せて
いる。
　一方、平成の大合併となる１市８か町村合併が平成17年３月に行われた。また、平成20年６月には東九州自動車道佐伯ＩＣが開通し、これらのインパクトを的確に受け止め、中心市街地の活性化と県南地域の玄関口に相応しい魅力的なまちづくりを進
めることが必要となっており、平成16年から平成20年の間に、地元商業者や市民と一体となり第１期整備計画事業に取り組んできた。第１期整備計画の実施により、回遊性の強化や住民参加による市民活動の活発化、各種商店街活動・イベント等が行
われ、当初目標の交流人口・まちづくり協議会への参加者数の増加は達成された。
　しかし、住民参加においては、年齢的な偏りがみられ持続可能なまちづくり体制の構築には至っていない。また、既存商業の核であった寿屋の閉店及び大手前商店街の火災により早急な再生が必要となっている。しかも、高速道路開通に伴い交流人
口の増加は見られるものの、来街者への「おもてなし」機能・観光滞在時間の延長を図る施設整備がなされていないのが現状である。
　そこで、当市では平成22年に佐伯市中心市街地活性化基本計画（H22～H26）を策定し、大手前開発事業を核事業としながら様々な事業に取り組んできた。しかし、大手前開発事業については、市街地再開発事業や土地区画整理事業の事業確度を高
める作業に不測の時間を要したため、計画期間内の完成が見込めないことにより当初計画を白紙とした。その後、広く市民を集めて大手前開発基本計画を検討するなかで、検討された内容を次期計画に引き継いでいく。現在は、平成27年度中の第２期
中心市街地活性化基本計画認定に向けて国との協議を進めている状況である。また、第２期整備計画の事後評価を受け、今後は第２期整備計画で整備された交流拠点間を相互に回遊させる仕組みづくりを行うとともに、地域の担い手となる人材育成・
場所づくりに取り組む。

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/日 H25年 H31年

人/年 H25年 H31年

①大手前のにぎわい創出（人が集うまちとしての大手前のにぎわい創出）
②拠点内の回遊性強化（第２期計画で整備された施設の活用と相互連携によるにぎわいの創出）
③佐伯産品のブランド化（魅力的な飲食店情報の発信や特産品の味力を高める）
④担い手の育成（様々な分野におけるまちの担い手（後継者）を育成する）

　当地区を新市全体における中心市街地の一部として位置づけ、都市機能の無秩序な郊外化を抑制し、この地区での都市機能の集積や居住人口の増加策等を進める。また、合併した旧町村部の生活拠点と連携を図りながら多重ネットワークを形成
し、にぎわいの再生を図る重点プロジェクトとして取り組む（佐伯市総合計画）。
　また、14ｍ岸壁や東九州自動車道の全線開通を広域観光の幕開けと受け止め、県外からの観光客の増加も視野に入れながら、コンパクトな市街地に市民の意識と行動を集中することによって、県南地域のシンボルゾーンとしての風格と親しみにあふ
れた街となることを目指す。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

1,378人/日

まちづくりの交流人口 主要交流施設の年間利用者数

まちづくりの担い手が活発に活動するための指標として、交流施
設の年間利用者数を指標とする。過去推計データから平成31年の
推計値が97,011人/年であることから、事業実施により目標値を現
況値の10％増の130,606人/年とする。

118,733人/年 130,606人/年

歩行者通行量 中心市街地内の２箇所の歩行者通行量

城下町拠点の回遊性の達成度及び人の集まりを計測するための
指標として、２地点の歩行者通行量を指標とする。過去推計データ
から平成31年の推計値が928人/日であることから、事業実施によ
り目標値を現況値の約５％増の1,378人/日とする。

1,299人/日



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
【モニタリングの実施】
●中心市街地活性化協議会や庁内推進委員会において、各年度ごとの事業進捗状況や成果の発現状況を把握し、その後の事業の進め方について点検を行う。
【住民参加のプロセス】
●各施設整備に当たり、地域住民による事業部会の設立やワークショップを開催しながら市民活動の活発化を図る。また、第１，２期整備計画終了箇所についても、ボランティア活動の推進など側面から支援を行う。
【持続的なまちづくり体制の構築】
●中心市街地の持続的なまちづくりを可能にするため、以下のとおり体制を整え事業推進を行っていく。
　　１）中心市街地活性化協議会
　　　　商工会議所とまちづくり会社を主要な構成員とし、多様な関係者の参画で組織している。今後は、まちづくりのために様々な議論を行い、まちづくりの司令塔として機能していく。
　　２）中心市街地活性化推進委員会
　　　　庁内の推進体制として、関係各課と連携を図りながら事業の進捗状況、成果の発現状況を把握しながら、今後のまちづくり方策の検討を行う。
　　３）その他の体制

まちづくりセ タ 「よろうや仲町 などで活動する市民活動団体等と連携を図りながら 後方支援を行 ていく また 年齢的に偏りのみられる組織等に いては 団体間の連携調整等を図る とにより 持続可能

方針に合致する主要な事業
・整備方針１：生活を支える機能・サービスの充実を図る（目標１：便利ですごしやすく人が集うまち）
●まちのストックを活かしながら、多様な世代が集える大手前のにぎわい創出を目指す。
●空き家、空き店舗を活用し、個性的なお店を増やし、まちの魅力を高める。
●拠点間の回遊性を強化し、住民だけではなく、観光客をもてなせる環境整備、情報発信を行う。

■国道217号道路改良工事（基幹/道路）
■大手前広場整備工事（基幹/地域生活基盤）
■市道西谷広場線ほか７線高質空間形成施設整備工事（基幹/高質空間）
■（仮）大手前まちづくり交流館整備工事（基幹/高次都市施設）
□空き家・空き店舗活用実証実験事業（提案/事業活用調査）
□レンタサイクル活用実証実験事業（提案/事業活用調査）

・整備方針２：みんなが主役、みんなが活躍できるまちをつくる（人々が活発に交流しふれあうまち）
●住民がお互いに助け合える取組を行う。
●まちの担い手が活動しやすい環境を整える。
●イベントのみのにぎわいではなく、担い手の活動でにぎわいを創出する。

■（仮）大手前まちづくり交流館整備工事（基幹/高次都市施設）
□大手前周辺地域コミュニティ強化事業（提案/まちづくり活動推進事業）
□仲町周辺地域コミュニティ強化事業（提案/まちづくり活動推進事業）
□山際周辺地域コミュニティ強化事業（提案/まちづくり活動推進事業）

　　　　まちづくりセンター「よろうや仲町」などで活動する市民活動団体等と連携を図りながら、後方支援を行っていく。また、年齢的に偏りのみられる組織等については、団体間の連携調整等を図ることにより、持続可能
　　　　なまちづくり体制を構築する。
【上位計画との整合】
●「佐伯市総合計画」平成20年6月30日策定（抜粋）
　　中心市街地ゾーン（市街地地域）
　　　このゾーンは、市街地地域のうち、佐伯地区の大手前からJR佐伯駅・港に至る約157ヘクタールの区域です。この区域には、従来から、市役所、商工会議所、JR佐伯駅、バスターミナル、金融機関、ホテル、商店街など、多くの都市機能を有する
　　施設が集まっています。今後、このゾーンを、新市全体における中心市街地として位置付け、都市計画法などのまちづくり三法の趣旨に基づき、都市機能の無秩序な郊外化を抑制し、まちづくり交付金事業等を活用して、このゾーンでの都市機
　　能の集積や居住人口の増加策等を進め、にぎわいの再生を図ることとします。



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

道路 国道217号 佐伯市 直 170ｍ 29 29 29 29 210 210 210 210

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 佐伯市 直 3,150㎡ 29 31 29 31 215 215 215 215

高質空間形成施設 佐伯市 直 985ｍ 27 31 27 31 944 944 944 944

高次都市施設 佐伯市 直 3,580㎡ 27 31 27 31 1,877 1,877 1,877 1,877

高次都市施設 まちおこしセンター 佐伯市 直 875㎡ 28 31 27 31 1,722 1,722 1,722 1,722

高次都市施設 子育て世代活動支援センター 佐伯市 直 645㎡ 28 31 27 31 1,269 1,269 1,269 1,269

高次都市施設

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

既存建造物活用事業（中心拠点誘導施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 6,237 6,237 6,237 0 6,237 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

佐伯市 直 27 28 27 28 4 4 4 4

佐伯市 直 28 28 28 28 2 2 2 2

大手前周辺地域コミュニティ強化事業 佐伯市 直 27 27 27 27 2 2 2 2

仲町周辺地域コミュニティ強化事業 佐伯市 直 28 28 28 28 3 3 3 3

佐伯市 直 29 29 29 29 3 3 3 3

合計 14 14 14 0 14 …B

合計(A+B) 6,251
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

佐伯市 1,200㎡ ○ 27 28 446

合計 446

住宅市街地
総合整備
事業

0.45

交付期間内事業期間
細項目

地域交流センター

規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 6,251 交付限度額 2,809.9 国費率

事業 事業箇所名 事業主体

大手前広場

市道西谷広場線ほか７線

直／間

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業主体 直／間 規模事業 事業箇所名

事業活用調
査

空き家・空き店舗活用実証実験事業 -

レンタサイクル活用実証実験事業 -

まちづくり活
動推進事業

-

山際周辺地域コミュニティ強化事業 -

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

-

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

保育所建設事業 大手前



市町村決定計画及び市町村施行国道等事業に関する事項 ※該当がない場合は本シートをつける必要はない

市町村決定計画

都市施設及び市街地
開発事業の種類

決定/変更 名称 その他必要な事項 変更の概要
都市再生整備計画の
公告（予定）年月日

都市計画の決定又は
変更の期限

市町村施行国道等事業

路線名

国道217号

道路の種類 新設又は改築の内容

改築L=170m国道



都市再生整備計画の区域

　佐伯市城下町地区（大分県佐伯市） 面積 42 ha 区域 大手前１～３丁目、船頭町、向島１～２丁目、城下東町、城下西町、内町、城東町

蒲江

蒲江

鶴見

米水津

上浦

弥生

本匠

弥生

本匠

直川

宇目

都市再生整備計画
（佐伯市城下町地区 Ａ＝42ha）

佐伯市中心市街地活性化基本計画の区域 Ａ＝157ha

蒲江

蒲江

鶴見

米水津

上浦

弥生

本匠

弥生

本匠

直川

宇目

都市再生整備計画
（佐伯市城下町地区 Ａ＝42ha）

佐伯市中心市街地活性化基本計画の区域 Ａ＝157ha



中心市街地内の２箇所の歩行者通行量 （人/日）  1,299人/日 （H25年度） → 1,378人/日 （H31年度）

主要交流施設の年間利用者数 （人/年） 118,733人/年 （H25年度） → 130,606人/年 （H31年度）

（　　　　） （　　　年度） → （　　　年度）

　佐伯市城下町地区（大分県佐伯市）　整備方針概要図

目標 「人の集う街」を目指す
代表的な

指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例
高質空間形成施設：
市道西谷広場線

高質空間形成施設：
市道西谷新道線（その１）

高質空間形成施設：
市道西谷新道線（その２）

高質空間形成施設：
（仮）市道西谷船頭町線

高質空間形成施設：

高質空間形成施設：
市道西谷新屋敷線（その１）

道路：
国道217号★

★

★★

保育所建設事業

高質空間形成施設：
市道西谷新屋敷線（その２）

高質空間形成施設：
市道札場通り線

事業活用調査：
空き家・空き店舗活用実証実験事業
レンタサイクル活用実証実験事業
まちづくり活動推進事業：
地域コミュニティ強化事業

地域生活基盤：
大手前広場

高質空間形成施設：
市道大手前池船線

高次都市施設：地域交流センター・
・まちおこしセンター・
子育て世代活動支援センター：
(仮）大手前まちづくり交流館



都市再生整備計画の添付書類等

交付対象事業別概要

佐伯市
さ い き し

城下町
じ ょ う か ま ち

地区
ち く

　（大分県佐伯市）
（ お お い た け ん さ い き し ）



　佐伯市城下町地区（大分県佐伯市）　現況図

佐伯市中心市街地活性化基本計画の区域 Ａ＝157ha

都市再生整備計画
（佐伯市城下町地区 Ａ＝42ha）

佐伯市中心市街地活性化基本計画の区域 Ａ＝157ha

都市再生整備計画
（佐伯市城下町地区 Ａ＝42ha）


